
と
呼
ん
だ
こ
と
に
由
来
す
る
と
さ
れ
ま
す
。
県
内
で
は
、
ホ
ル

ト
ノ
キ
の
大
樹
は
少
な
く
、町
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

参
詣
道
は
、
薬
王
寺
か
ら
小
川
吉
田
方
面
へ
と
進
み
、
吉
田

の
地
蔵
堂
・
大
師
堂
へ
と
至
り
ま
す
。
地
蔵
堂
は
、
壁
の
な
い

開
放
的
な
お
堂
で
あ
り
、
参
詣
道
を
行
き
交
っ
た
先
人
た
ち
も

一
時
の
休
息
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。そ
の
後
参
詣
道
は
、

吉
田
橋
へ
と
至
り
ま
す
。
吉
田
橋
の
た
も
と
に
は
、
明
治
一
六
年

（
一
八
八
三
）
に
建
て
ら
れ
た
道
標
が
あ
り
ま
す
。
高
さ
一
一
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
角
柱
で
、
正
面
に
は
「
奉
納
四
国
西
国
秩

父
坂
東
供
養
塔
」「
右
高
野
山
、
左
西
ケ
峯
か
ま
な
か
」
と
刻
ま

れ
て
お
り
、
四
国
・
西
国
・
秩
父
・
坂
東
の
各
観
音
霊
場
へ
の

巡
礼
成
就
と
供
養
を
願
い
建
立
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
号
で
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
号
に
引
き
続
き
、
高
野
参
詣

道
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
白
岩
丹
生
神
社
か
ら
の
主
要
な
高

野
参
詣
道
は
、
小
川
中
村
を
経
て
小
川
上
野
の
薬
王
寺
へ
と
至
り

ま
す
。

薬
王
寺
は
浄
土
宗
鎮
西
派
の
寺
院
で
、
も
と
は
来ら

い

蓮れ

ん

寺じ

と
称
す

る
大
き
な
寺
院
で
し
た
が
、
兵
火
に
よ
っ
て
焼
失
し
、
そ
の
後
現

在
地
へ
移
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
観
音
堂
は
、
貞じ

ょ
う

和わ

三
年
（
一
三
四
七
）
の

建
立
と
さ
れ
、
堂
内
に
は
平

安
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
至

る
多
く
の
仏
像
が
安
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
観
音
堂

の
前
に
は
ホ
ル
ト
ノ
キ
が
あ

り
ま
す
。
ホ
ル
ト
ノ
キ
は
常

緑
の
落
葉
樹
で
、
そ
の
名
は

江
戸
時
代
の
学
者
、
平
賀
源

内
が
オ
リ
ー
ブ
の
木
と
勘
違

い
し
、「
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
木
」

高
野
参
詣
道（
五
）

そ
の
47

※
お
詫
び
／
５
月
号
の
当
ペ
ー
ジ
本
文
１
行
目
に
「
杉
野
原
区
野
班
」
と
記
載

し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
杉
野
原
区
」
で
す
。
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